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※今回の財政状況は、平成26年9月30日現在のものです。
◎「宇都宮市の財政」は、市　 でも見られます。内容について詳しくは、財政課☎（632）2066へ。

暮
ら
し

　平成26年度上半期の市の財政状況や、皆さんの
税金などがどのように使われ、どのような仕事に
どのくらいのお金が掛かっているのかなどをまと
めた「宇都宮市の財政」を作成しました。
　今回は、その主な内容についてお知らせします。

一
般
会
計

特
別
会
計

公
営
企
業
会
計

※ かっこ内は前年同期の数値

※ かっこ内は前年同期の額

市 の 財 産

市債（市の借入金）の残高

市民１人当たりの市債残高

1,500億1,000億500億 2,000億（円）0

平成26年度上半期の収支の状況
平成26年4月1日～9月30日の半年間の収入と支出

収　入 

支　出

1,983億6,698万円
855億6,911万円
804億9,225万円

1,102億5,374万円
441億546万円
484億5,736万円

303億3,063万円
110億390万円

411億8,787万円
168億5,674万円

一般会計
1,066億6,930万円
（1,087億5,517万円）

特別会計
144億3,586万円

（150億9,348万円）

公営企業会計
1,077億8,262万円
（1,147億1,822万円）

公営企業会計 20万7,250円一般会計 20万5,109円

特別会計 2万7,758円

特別会計 2万9,114円

予 算 額
収入済額
支出済額

予 算 額
収入済額
支出済額

予 算 額
収入済額

予 算 額
支出済額

■平成26年9月30日現在　総額44万117円

■平成25年9月30日現在　総額46万178円

平成26年度上半期の
財政状況

　一般会計は、市民の皆さんの日
常生活に深く関わっている福祉、
教育、道路、消防、公園などの事業
を行うための会計です。

　特別会計は、国民健康保険や競
輪のように特定の収入があり、一
般会計とは別に経理する必要のあ
る事業について設けている会計で
す。

　公営企業会計は、事業収入によ
り経営を行うものについて設けて
いる会計です。市では、水道事業、
下水道事業、中央卸売市場事業が
あり、会計方法を民間企業と同じ
方法にしています。

公営企業会計 22万1,283円一般会計 20万9,781円

建　物 車　両 債　権

債権

基　金
1,159万㎡

（1,097万㎡）
145万㎡

（145万㎡）
42億5,851万円 647台

(42億4,501万円 662台)

奨学資金貸付金の
定期償還など

29億9,093万円
（27億4,009万円）

決まった目的のために
積み立てた資金など

435億8,430万円
（408億7,423万円）

土　地
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拡幅後

拡幅前

　
狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備
は
、

後
退
し
た
部
分
（
後
退
用
地
）

を
建
築
主
や
土
地
所
有
者
か
ら

寄
付
ま
た
は
使
用
貸
借
の
承
諾

を
い
た
だ
き
、
市
が
舗
装
な
ど

の
整
備
を
し
て
道
路
を
広
げ
る

事
業
で
す
。

　
建
築
基
準
法
で
は
、
幅
４

メ
ー
ト
ル
以
上
の
道
路
に
接
し

た
敷
地
で
な
け
れ
ば
建
物
を
建

て
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
４

メ
ー
ト
ル
未
満
の
道
路
で
も
、

都
市
計
画
区
域
の
指
定
が
さ
れ

た
と
き
に
、
現
に
建
物
が
立
ち

並
ん
で
お
り
、
市
が
指
定
し
た

道
路
（
建
築
基
準
法
第
42
条
第

２
項
道
路
）
に
接
し
て
い
る
敷

地
の
場
合
に
は
、
道
路
の
中
心

線
か
ら
２
メ
ー
ト
ル
後
退
す
れ

ば
建
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
新
築
・
増
改
築

の
建
物
は
も
ち
ろ
ん
、
後
退
に

支
障
と
な
る
門
・
塀
・
植
栽
な

ど
の
障
害
物
も
、
こ
の
境
界
線

ま
で
後
退（
※
）し
て
い
た
だ
き

ま
す
（
下
の
図
1
）。

　
な
お
、
幅
４
メ
ー
ト
ル
未
満

の
道
路
で
、
片
側
が
川
や
崖
地

な
ど
の
場
合
は
、
道
路
を
含
め

て
４
メ
ー
ト
ル
の
線
ま
で
後
退

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
下

の
図
2
）。

　
４
メ
ー
ト
ル
未
満
の
道
路
に

接
し
た
敷
地
に
建
築
計
画
の
あ

る
人
は
、
建
築
指
導
課
☎（
632
）

２
５
７
４
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
下
の
図
の
斜
線
部
分
は
、
建

物
を
建
て
る
時
の
敷
地
面
積
に

算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
後
退
用
地
を
寄
付
し
て
い
た

だ
い
た
場
合

▽
後
退
用
地
な
ど
の
測
量
や
分

筆
に
直
接
要
し
た
費
用
に
つ
い

て
、
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

▽
す
み
切
り
用
地（
下
の
図
3
）

を
寄
付
し
た
場
合
は
、
報
奨
金

を
交
付
し
ま
す
。

　
当
面
は
、
認
定
市
道
や
市
有

道
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

■
後
退
用
地
の
使
用
に
同
意
し

て
い
た
だ
い
た
場
合

▽
市
で
舗
装
な
ど
の
整
備
を
し

た
後
、
後
退
用
地
の
固
定
資
産

税
、
都
市
計
画
税
の
免
除
の
手

続
き
を
行
い
ま
す
。

問
道
路
保
全
課
☎（
632
）２
５
２

１

◎喜連川社会復帰促進センター施設参観を開催　▽日時　1月29日（木）午後1時30分～3時▽会場　喜連川
社会復帰促進センター（さくら市）▽定員　抽選70人▽申込　はがきに代表者の郵便番号・住所・氏名・年齢・電話
番号・参加者全員の氏名・年齢を書き、1月15日（必着）までに、〒329-1493さくら市喜連川5547、喜連川社会復
帰促進センター☎（686）3111へ。

　皆さんの住んでいる地域の生活道路は、災害が起き
たときに消防車や救急車などの緊急車両が通行できる
幅がありますか。
　狭い道路はこうした活動の妨げとなるだけでなく、
日常の交通や日当たり、風通しなどの生活環境の面か
らも多くの問題を抱えています。
　市では、これらの狭い道路を、市民の皆さんが住宅
などの新築や増改築をする際に整備し、将来に向けて
災害に強く、安心して住むことができるまちづくりを
目指しています。

狭い道路を広げて
　安全で快適な
　　　　まちづくり

狭い道路を広げて
　安全で快適な
　　　　まちづくり

狭い道路を広げて
　安全で快適な
　　　　まちづくり
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1道路の中心線から2メートル後退
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